
　本会議・委員会は当日の受付で傍聴できます。
５階の議会事務局までお越しください。
議会を身近に知るためにも
傍聴してみてはいかがで
しょうか。

３月２２日に２月定例会を終え、３月末には市
内小中学校で卒業式、そして４月には入学式
に出席をさせていただきました。新しいスター
トを切る子どもたちを前にすると、自然とあの

頃を思い出し、胸いっぱいになります。私たち磐田市議会
も改選から１年たち、２年目が始まりました。初心を忘れ
ず、残り３６カ月間も磐田市議会一丸となって、精進してま
いります。　　　　　　　　　　　　　（草地博昭）

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
５階の議会事務局までお越しください。

C O N T E N T S

Ｐ２ 特集　中心市街地
 への思い
Ｐ４ ２月定例会議案審議
Ｐ９ 委員会審査
Ｐ12 一般質問（11人）
Ｐ18 ご意見紹介
Ｐ19 トピックス
 インフォメーション
Ｐ20 審議結果　ほか

中心市街地への思い
～商店街の活性化に向けて～
中心市街地への思い
～商店街の活性化に向けて～
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特 集

やまひち食品　　 山下貢史さん

株式会社大進堂　 山田典嗣さん

　

やまひち食品　　 山下貢史さん

株式会社大進堂　 山田典嗣さん

　

やましたこう じ

やま だ のりつぐ

　

やましたこう じ

やま だ のりつぐ

　

みんなで軽トラ市  いわた☆駅前楽市実行委員会  代表幹事みんなで軽トラ市  いわた☆駅前楽市実行委員会  代表幹事
インタビューインタビュー

※志政会の会派人数は12人ですが、採決は増田暢之議長を除いた11人で行います。　　　　　　　　　　　　　○：賛成　×：反対

（5月14日～21日）
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【広報広聴委員会】
■委 員 長：芥川栄人　　■副委員長：根津康広
■委 　 員：江塚 学、小池和広、鈴木正人、草地博昭、川崎和子

審 議 結 果

編 集

後 記

■全会一致により可決・同意された議案

■意見の分かれた議案

■その他
⑴　閉会中の継続調査　　⑵　市議会議員の派遣

⑴　29年度一般会計補正予算（第６号）
⑵　　〃 一般会計補正予算（第７号）
⑶　　〃 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
⑷　　〃 農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
⑸　　〃 公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
⑹　30年度駐車場事業特別会計予算
⑺　　〃 国民健康保険事業特別会計予算
⑻　　〃 介護保険事業特別会計予算
⑼　　〃 広瀬財産区特別会計予算
⑽　　〃 岩室財産区特別会計予算
⑾　　〃 虫生財産区特別会計予算
⑿　　〃 万瀬財産区特別会計予算
⒀　　〃 農業集落排水事業特別会計予算
⒁　　〃 公共下水道事業特別会計予算
⒂　　〃 病院事業会計予算
⒃　指定居宅介護支援の事業の人員及び運営の基準等に
　　関する条例の制定
⒄　ひと・ほんの庭にこっと条例の制定
⒅　職員退職手当支給条例等の一部改正
⒆　個人情報保護条例の一部改正

⒇　手数料条例の一部改正
21　国民健康保険給付等支払準備基金条例の一部改正
22　国民健康保険条例の一部改正
23　国民健康保険税条例の一部改正
24　後期高齢者医療に関する条例の一部改正
25　介護保険条例の一部改正
26　特別業務地区建築条例等の一部改正
27　市営住宅条例の一部改正
28　少人数学級編制の実施及び小中一貫教育の推進に係る
　　市費負担教員の任用等に関する条例の一部改正
29　消防団員等公務災害補償条例の一部改正
30　火災予防条例の一部改正
31　財産の処分
32　市道の路線認定
33　市道の路線変更
34　都市計画マスタープランの改定
35　普通河川倉西川改修工事委託に関する協定変更
36　教育長任命の同意
37　人権擁護委員の候補者推薦の同意

月 臨 時 会 の 予 定

30年度一般会計予算

結果
志政会

12人（※）

会派名

件　名

新磐田

４人

きずなの会

４人

日本共産党
磐田市議団
２人

社民・明るい
暮らしの会
２人

公明党
磐　田
２人

○ ○ ○ × ○ ○ 可決

30年度一般会計予算
に対する附帯決議 ○ ○ ○ × ○ × 可決

30年度後期高齢者医
療事業特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

30年度水道事業会計
予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

※いずれも午前10時から
日程は変更する場合もあります。
聴覚障がい者の皆様の議会傍聴のため、手話通訳者や要約筆記
者の派遣等を行っています。ご希望の方は、事前に議会事務局
（電話0538-37-4822、ファックス0538-37-4845）までお
問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
5/6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 6/1 2

本会議（議案上程ほか）
常任委員会（審査）
本会議（議案上程ほか）
常任委員会（審査）

本会議
（採決）
本会議
（採決）



　今回の特集は、中心市街地活性化についてです。今回、中心市街地の１つである磐田駅前商
店街で商店を営む山下貢史さんと、商店街の町で生まれ育ち、商店街を盛り上げるため仲間と
奮闘している山田典嗣さんのお二人に中心市街地活性化についての思いをお聞きしました。

特 

集

（聞き手 :市議会民生教育委員会）
奮闘している山田典嗣さんのお二人に中心市街地活性化についての思いをお聞きしました。

（聞き手 : 市議会民生教育委員会）
奮闘している山田典嗣さんのお二人に中心市街地活性化についての思いをお聞きしました。
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軽
ト
ラ
市
は
手
段
で
あ
っ
て

目
的
で
は
な
い

やまひち食品
山下貢史さん

㈱大進堂
山田典嗣さん

―

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
に
対
す

る
思
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
下
　
昭
和
50
年
代
初
頭
の
寄
り
合
う
商
店

を
見
て
育
っ
た
世
代
と
し
て
、
当
時
の
商
店

街
に
近
い
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

の
小
・
中
学
生
が
20
年
経
っ
た
と
き
「
磐

田
っ
て
い
い
よ
ね
、
住
み
や
す
い
よ
ね
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
り
続
け
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

山
田
　
自
分
は
商
店
街
の
裏
の
通
り
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
い
っ
ぱ

い
商
店
が
並
ん
で
い
て
、
駄
菓
子
屋
や
食
品

店
に
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
絵
に

出
て
く
る
よ
う
な
商
店
街
で
、
近
所
の
家
の

人
た
ち
に
怒
ら
れ
た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た

り
し
て
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
よ
う
に
な

る
の
は
難
し
く
て
も
、
も
っ
と
人
が
た
く
さ

ん
歩
い
て
い
る
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

―

中
心
市
街
地
活
性
化
に
は
商
店
街
の
協

力
が
必
要
で
す
。
そ
ん
な
中
、
磐
田
駅
前
北

口
広
場
が
完
成
し
、
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

何
か
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。

山
下
　
駅
前
北
口
広
場
は
完
成
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

商
店
が
今
は
点
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

点
と
点
が
線
に
な
る
よ
う
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き

る
可
能
性
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た

商
店
街
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

店
が
一
店
舗
で
も
多
く
な
り
他
の
店
舗
も
参

加
す
る
と
い
う
輪
が
広
が
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

山
田
　
駅
前
北
口
広
場
は
、
す
っ
き
り
し
ま

し
た
が
、
人
が
い
な
い
と
寂
し
く
感
じ
ま
す
。

商
店
街
の
方
が
ど
れ
だ
け
前
に
出
て
く
る
か

が
一
つ
の
鍵
だ
と
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
軽

ト
ラ
市
を
開
催
し
て
い
て
も
営
業
し
て
い
な

い
店
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
昨
年
10
月

の
全
国
軽
ト
ラ
市
の
と
き
に
初
め
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
開
け
て
く
れ
た
り
と
、
こ
う
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し
て
く
れ
る
商
店
が
徐
々

に
増
え
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

―

軽
ト
ラ
市
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
軽
ト

ラ
市
と
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
考
え

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
下
　
商
店
街
も
高
齢
化
が
進
み
、
軽
ト
ラ

市
等
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
商
店
主
も
い

ま
す
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て
、
み
ん
な

で
人
を
呼
ん
で
、
少
し
で
も
元
気
を
取
り
戻

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
田
　
軽
ト
ラ
市
は
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
的
は
商
店
街
の
活
性

化
で
す
。
軽
ト
ラ
市
開
催
時
に
は
、
商
店
街

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
当
日
配
布
す
る

チ
ラ
シ
に
ク
ー
ポ
ン
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
産
業
大
学
の
学
生
が
実
行
委
員
会
に
参

加
す
る
こ
と
で
い
ろ
ん
な
意
見
も
い
た
だ
い

て
、
新
し
い
試
み
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

―

軽
ト
ラ
市
に
は
学
生
も
参
加
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
で
は
若
者
が
磐
田
市
に

定
住
す
る
よ
う
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
考
え

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
下
　
学
生
が
ま
ち
づ
く
り
活
動
等
を
通
じ

て
、
磐
田
市
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
、

意
欲
あ
る
学
生
を
行
政
や
企
業
が
積
極
的
に

採
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

山
田
　
市
外
出
身
で
磐
田
市
内
の
大
学
に
通

う
中
で
磐
田
市
に
魅
力
を
感
じ
て
、
卒
業
し

て
も
地
元
に
戻
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
磐
田
市
に

就
職
し
た
学
生
に
、
ま
ず
は
話
を
聞
い
て
み

る
の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

―

市
議
会
や
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
は
何

で
す
か
。

山
下
　
新
し
い
ま
ち
の
様
子
の
ヒ
ン
ト
が
ほ

し
い
で
す
。
私
た
ち
も
探
し
て
い
る
の
で
す

が
、
や
は
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
す
情
報

と
肌
で
感
じ
る
も
の
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま

す
。
視
察
で
見
た
こ
と
や
聞
い
た
情
報
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
い
で
す
。

山
田
　
市
職
員
に
は
、
す
で
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に

議
員
に
も
当
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
く
と
、
運
営
側
の
視
点
に
変
わ
り
ま

す
。
こ
の
経
験
は
視
察
先
で
も
役
に
立
つ
と

思
い
ま
す
。

―

そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

そ
し
て
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、

今
回
の
御
意
見
を
参
考
に
、
市
議
会
と
し
て

も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

20
年
後
に 

「
磐
田
っ
て
い
い
よ
ね
」

 

「
住
み
や
す
い
よ
ね
」 

と
言
わ
れ
る
ま
ち
に
し
た
い

（聞き手 : 市議会建設産業委員会　岡　實委員長、絹村和弘副委員長、江塚学委員）

中心市街地への思い
～商店街の活性化に向けて～
中心市街地への思い
～商店街の活性化に向けて～

いわた☆駅前楽市
実行委員会 代表幹事

いわた☆駅前楽市
実行委員会 代表幹事



2 月定例会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

【平成30年度一般会計予算額】

平成30年
2月

会期　2月16日～3月22日（35日間）

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論
が
あ
り
ま
し
た

　
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
29
年
度
に
比
べ
、
０
・
９
％
増
の
６
３
２
億
１
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
小
規
模

保
育
な
ど
、
扶
助
費
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
海
岸
堤
防
な
ど
既
存
の
大
規
模
事
業
の
推
進
や
、（
仮
称
）中
泉
こ
ど
も
園
の
整
備
な

ど
に
伴
う
普
通
建
設
事
業
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
合
併
後
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
社
・
公
　
反
対
：
共
）

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

議案
第６号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

　２月定例会では、一般会計をはじめとした平成30年度各会計予算について
審議したほか、一般議案20件、議員発議の附帯決議1件、人事議案２件を審
議しました。なお、全ての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

平成30年度各会計予算を審議 会派名の表記（人数）　
※平成30年3月22日現在
「志」志政会（１2）、「新」新磐田（4）、
「き」きずなの会（4）、
「共」日本共産党磐田市議団（2）、
「社」社民・明るい暮らしの会（２）、
「公」公明党磐田（２）

歳　出歳　入
632億1,000万円

市税
43.1%

諸収入 5.2%
繰入金 4.3%

その他 5.0%

地方交付税
　　9.3%

8.5%

県支出金
5.7%

地方消費税交付金
5.2%

その他 2.2%

土木費
15.2%

消防費
4.3%

議会費ほか0.7%
農林水産業費 1.9%

商工費 2.0%
労働費 2.6%

国庫支出金
11.4%

市債

自主財源
57.7%

依存財源
42.3%

民生費
30.6%

総務費
13.2%

公債費
9.1%

教育費
10.8%

衛生費
9.6%

土木費
15.2%

民生費
30.6%

総務費
13.2%

公債費
9.1%

教育費
10.8%

衛生費
9.6%

　30
年
度
予
算
は
合
併
後
最
大

規
模
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
を
土
台
と
し
、

次
世
代
に
自
信
を
持
っ
て
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
磐
田
市
を

築
き
、
そ
し
て
、
さ
ら
な
る
一

歩
を
踏
み
出
す
予
算
で
あ
る
と

考
え
る
。
財
政
面
で
は
起
債
を

抑
え
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
も
抑
制
し
て
お
り
、
将
来

の
負
担
を
先
送
り
し
な
い
健
全

化
に
向
け
た
努
力
を
し
て
い
る
。

今
後
も
、
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
と
い
う
信

念
の
も
と
、
地
域
活
力
の
維
持

向
上
、
安
心
し
て
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
安
心
安
全
の
確
保
、
産

業
の
育
成
と
支
援
等
に
よ
る
雇

用
の
創
出
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
推
進
し
、
明
る
く
元
気
な
磐

田
市
づ
く
り
に
邁
進
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

明
る
く
元
気
な
磐
田
市

づ
く
り
に
期
待
す
る

賛
成

虫
生
時
彦 

議
員

社
民
・
明
る
い
暮
ら
し
の
会

　ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
で

あ
る
「
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
磐

田
市
へ
！
市
民
第
一
で
、
さ
ら

に
挑
戦
す
る
磐
田
」
の
実
現
を

大
き
く
進
め
る
こ
と
を
願
う
。

今
回
、
私
は
中
学
生
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
対
し
、
委

員
会
に
修
正
案
と
附
帯
決
議
案

が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
ど
ち

ら
に
も
反
対
を
し
た
。
そ
の
理

由
は
、
こ
の
事
業
を
確
実
に
来

年
度
実
施
し
て
ほ
し
い
た
め
で

あ
る
。
議
会
か
ら
の
要
請
に
対

し
、
未
実
施
等
を
理
由
に
白
紙

撤
回
に
な
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。

全
職
員
が
全
事
業
に
対
し
、
十

分
な
精
査
と
検
討
、
最
大
の
効

果
を
出
す
た
め
の
努
力
を
惜
し

ま
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
市
は

政
策
形
成
や
市
政
運
営
等
に
関

し
、
議
会
と
両
輪
と
し
て
の
連

携
を
今
以
上
に
強
化
す
る
こ
と

を
求
め
、
賛
成
す
る
。

市
と
議
会
と
の
連
携
を

今
以
上
に
強
化

賛
成

鈴
木
喜
文 

議
員

公
明
党
磐
田

民
営
化
や
一
貫
校
は
問
題

　①
幼
稚
園
・
保
育
園
を
一
挙

に
４
箇
所
民
営
化
す
る
た
め
の

公
募
に
は
反
対
で
あ
る
。
今
日

で
は
子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
切

実
に
な
っ
て
い
る
。
現
場
で
労

働
に
あ
た
る
手
足
の
部
分
を
市

が
確
保
し
て
い
な
い
と
現
場
の

声
を
市
の
施
策
に
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
地
域
の
公
的

な
拠
点
を
失
う
こ
と
に
も
な

る
。
②
小
中
一
貫
教
育
の
施
策

の
も
と
に
、
施
設
分
離
型
か
ら

施
設
一
体
型
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
反
対
で
あ
る
。
小

中
一
貫
校
は
教
育
要
求
を
反
映

し
て
作
ら
れ
た
制
度
で
は
な

い
。
教
育
的
効
果
や
デ
メ
リ
ッ

ト
は
教
育
学
的
に
検
証
さ
れ
て

い
な
い
。
施
設
の
統
廃
合
を
進

め
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
一
環
と
も
言
え
る
。
こ
の

制
度
を
市
全
域
に
推
し
進
め
る

こ
と
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

根
津
康
広 

議
員

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団

反
対

　新
規
事
業
の
政
策
提
言
過
程

や
制
度
設
計
の
不
十
分
さ
が
散

見
さ
れ
、
議
案
の
説
明
不
足
や
、

市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
の
不

完
全
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　特
に
新
規
の
中
学
生
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
「
不

明
瞭
な
部
分
が
多
く
、
市
民
へ

の
周
知
と
理
解
を
得
る
と
共
に
、

継
続
審
議
に
よ
り
制
度
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
思
わ
れ
、

予
算
決
算
委
員
会
で
【
修
正

案
】
を
提
出
し
た
が
、
否
決
さ

れ
た
。

　そ
の
後
の
【
附
帯
決
議
案
】

で
、
「
事
業
目
的
を
明
確
に
し
、

事
業
内
容
を
精
査
し
、
市
民
に

丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
」
等
が

加
え
ら
れ
、
当
局
の
さ
ら
な
る

研
さ
ん
へ
の
期
待
と
、
附
帯
決

議
案
ど
お
り
執
行
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
を
込
め
、
意
見
を
付
し

て
賛
成
す
る
。

市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た

予
算
編
成
を

意
見
を
付
し
て
賛
成

戸
塚
邦
彦 

議
員

き
ず
な
の
会

　評
価
す
る
点
は
、
①
人
口
減

少
社
会
、
超
高
齢
化
社
会
な
ど

未
来
の
課
題
に
対
す
る
共
通
認

識
を
高
め
る
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
②
財
政
調
整
基
金
、
公

共
施
設
整
備
積
立
基
金
、
市
債

残
高
の
数
値
は
こ
れ
ま
で
の
行

財
政
改
革
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、

健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
③
各

事
業
が
総
合
計
画
に
基
づ
い
て

継
続
と
展
開
が
さ
れ
て
い
る
④

新
規
事
業
や
継
続
事
業
を
廃
止

も
含
め
て
見
直
し
続
け
て
い
る

点
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
感

じ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
・
若
者

支
援
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
中
学
生
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
応
援
事
業
に
つ
い
て
、
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。

市
民
の
声
や
雰
囲
気
に
反
応
し
、

検
討
と
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、

信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
を
期
待

す
る
。

検
討
と
検
証
を
重
ね
、

信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
を

意
見
を
付
し
て
賛
成

草
地
博
昭 

議
員

志
政
会
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平成30年度の主な事業

子育て支援・教育の充実
　中学校入学時の制服等購入支援(中学生ス
タートアップ応援事業)、ひと・ほんの庭にこっ
との開館、（仮称）中泉こども園の建設など

市民の安全・安心の確保
　救急車の更新、合葬墓の整備、海岸堤
防の整備推進、感震ブレーカーへの補助
制度の創設など

活力ある地域づくりの推進
　デマンド型乗合タクシーの運行内容見直
し、地域づくり応援一括交付金の拡充、交
流センター体育館等照明のＬＥＤ化など

支え合いの推進と福祉の充実
　認知症初期集中支援チームの設置、生活
困窮者・障がい者の就労支援の強化、市民
後見人の育成、在宅介護手当の拡充など

産業の育成と都市基盤の整備
　中小企業等の海外での人材確保支援、
ＪＲ新駅の設置推進、新東名スマートＩＣ
の設置推進など

※四捨五入による端数処理のため、各区分の数値を合計した場合、合計欄の数値と一致しない場合があります。



　
本
定
例
会
で
は
、
中
学
生
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
目
的
の
明
確
化
な
ど
６
項
目
に
つ
い
て
、
十
分
な
配
慮
を
求
め
る
よ

う
「
議
案
第
６
号
　
平
成
30
年
度
磐
田
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
が
４
名
の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
社
　
反
対
：
共
・
公
）

議
案
第
６
号
　
平
成
30
年
度
磐
田
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

発議
第１号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

　
予
算
の
総
額
は
、
29
年
度
よ
り
９
・
９
％
増
の
18
億
１
３
９
７
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
広
域
連
合
納
付
金
等
の
必
要
な
経
費
を
計

上
し
た
も
の
で
、主
な
財
源
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
社
・
公
　
反
対
：
共
）

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

議案
第９号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

　
事
業
の
目
的
が
、
全
市
民
の
新
中

学
１
年
生
に
対
す
る
応
援
の
気
持
ち

を
届
け
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
市

民
に
丁
寧
な
説
明
を
し
、
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
気
運
が
高
ま
る
よ
う
、
広
報
や

周
知
に
努
め
る
こ
と
も
必
要
と
考
え

る
。

　
附
帯
決
議
に
あ
る
６
項
目
を
、
慎

重
か
つ
真
摯
な
姿
勢
で
十
分
な
る
検

討
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

丁
寧
な
説
明
で
市
民
の
理
解
を

賛
成

賛
成

志
政
会 

髙
田
正
人 

議
員

　
制
度
を
安
定
的
に
維
持
継
続
し
て
い

く
た
め
の
保
険
料
率
の
改
定
や
、
世
代

間
や
世
帯
内
の
負
担
の
公
平
を
図
り
、

能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
保
険
料
軽
減
特

例
の
見
直
し
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と

考
え
、
賛
成
す
る
。

軽
減
特
例
の
見
直
し
は
や
む
を
得
な
い

社
民
・
明
る
い
暮
ら
し
の
会 

虫
生
時
彦 

議
員

　
こ
の
事
業
は
全
国
に
も
ほ
と
ん
ど

事
例
が
な
い
た
め
、
具
体
的
な
制
度

や
運
用
の
詳
細
を
詰
め
、
市
民
に
分

か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
を
行
う
よ

う
、
検
討
と
準
備
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
事
業
の
位
置
づ
け
を
明
確
に

す
る
こ
と
や
定
期
的
な
検
証
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　「
子
育
て
な
ら
磐
田
」
を
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
附
帯
決
議

と
考
え
、
賛
成
す
る
。

事
業
の
位
置
づ
け
、定
期
的
な

検
証
を

賛
成

　
附
帯
決
議
案
は
、
個
別
具
体
的
な

内
容
が
多
く
、
中
身
も
抽
象
的
で
あ

る
。
ま
た
、
予
算
と
直
接
関
係
な
い

項
目
や
、
当
局
が
当
然
行
う
こ
と
ま

で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
政
策
形
成
ま

で
の
経
緯
、
財
源
の
あ
り
方
な
ど
の

制
度
設
計
、
市
民
要
望
の
把
握
を
求

め
る
基
本
的
な
方
向
で
の
決
議
に
は

賛
成
す
る
が
、
今
回
の
決
議
は
多
項

目
に
わ
た
っ
て
お
り
、
大
所
高
所
に

立
っ
た
決
議
と
は
言
え
な
い
。

　
中
学
生
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
進

学
に
伴
う
負
担
の
多
い
世
帯
に
対
し
応
援
し
て

い
こ
う
と
す
る
事
業
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
理

解
で
き
る
。
し
か
し
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て

十
分
な
議
論
や
部
門
間
の
連
携
が
取
れ
て
い
な

い
と
感
じ
る
。
事
業
目
的
を
明
確
に
し
、
事
業

内
容
を
精
査
し
、
市
民
へ
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
な
ど
６
項
目
に
つ
い
て
市
に
十
分
な
配
慮
を

求
め
る
。

（
発
議
者
　
芥
川
栄
人
、小
柳
貴
臣
、秋
山
勝
則
、

草
地
博
昭
）

　
子
育
て
世
帯
に
大
き
な
負
担
の
か
か
る
時
期

に
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

願
い
、
新
た
に
中
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
を
応
援
す
る
事
業
と
し
て
、
入
学
時
の

制
服
・
体
育
衣
料
の
購
入
に
か
か
る
費
用
の
一

部
（
３
万
円
）
を
商
品
券
で
支
給
し
ま
す
。
加

え
て
、
こ
の
事
業
で
購
入
し
た
制
服
を
次
代
に

引
き
継
ぎ
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
制
服
と
と
も
に

学
校
の
伝
統
や
思
い
を
継
承
す
る
よ
う
な
仕
組

み
と
し
て
、
制
服
リ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
。

大
所
高
所
に
立
っ
た
決
議
と

言
え
な
い

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

反
対

67

附
帯
決
議
と
は…

議
決
さ
れ
た
議
案
に
関
し
て
付

さ
れ
る
、
施
行
に
つ
い
て
の
意
見
や
希
望
な
ど
を

表
明
す
る
決
議
の
こ
と
で
す
。

提
出
者
の
説
明
要
旨

中
学
生
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援
事
業
と
は

　少子高齢・人口減少が磐田市において大きな課題であることは市民共通の認識
であり、世代間のバランスを考慮した政策を進めることが重要である。とりわけ、
経済的負担がかかる子育て世帯を応援することが求められている。
　こうした中で、平成 30年度の新規事業である「中学生スタートアップ応援事業」
は、進学に伴う経済的負担が多い世代に対し応援していこうとする事業であり、
その趣旨は理解できるものである。
　しかしながら、本事業が趣旨に沿って行われるためには、「子育てなら磐田」と
いう意識を市民全員が共有し、「子育て世帯を応援しよう」という気運を醸成する
ことが必要である。
　また、今後は財政全体の健全性と公平性を確保しながら、本事業を進めていく
ことが重要である。そのためにも子育てに関する計画における、本事業の位置づ
けや全体計画等を示し、市民に丁寧に説明していく必要がある。
　よって平成 30 年度磐田市一般会計予算の執行にあたり、中学生スタートアッ
プ応援事業について、下記事項への十分な配慮を求める。

記

１　事業目的を明確にし、事業内容を精査し、市民に丁寧に説明すること
１　事業の目的にあった給付方法と利用可能範囲等を検討すること
１　リサイクル事業については、仕組み全体の合理性を高められるよう努めること
１　子ども・若者支援の今後のあり方について、財政の世代別支援等の視点で方
　　向性を明確に示し、市民の理解を深めるため、総合計画等に反映すること
１　当該事業は小中学生に関する事業であり、運用にあたっては、教育委員会と
　　も情報共有などの連携を図ること
１　事業内容について、議会へ速やかに説明するとともに、定期的に事業の検証
　　を行うこと

以上決議する。
　平成 30年 3月 22日

磐田市議会　

 

附
帯
決
議
に
対
す
る
討
論
が
あ
り
ま
し
た

　
予
算
は
、
保
険
料
率
の
見
直
し
等
に

よ
る
保
険
料
の
値
上
げ
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
国
に
よ
る
財

源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
住
民
に
応
じ
た
保
険
制
度
に
な

る
よ
う
、
根
本
的
な
制
度
改
正
を
国
に

求
め
る
。

国
に
よ
る
財
源
の
確
保
が
必
要

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

反
対

新
磐
田 

加
藤
文
重 

議
員

　後期高齢者医療制度は、すべての75歳（一定の障がいがあると認定された方は65歳）以上の方が加入し、
都道府県ごとに設置されている後期高齢者医療広域連合と市町村が協力して運営します。

75歳未満の人が
加入する保険

磐田市 国・県

請
申
種
各
・

入
納
料
険
保
・

し
渡
引
証
険
保

求
請
費
療
医

払
支
費
療
医

・被保険者証提示
・医療費の一部負担

診療・保険料の決定
・高額療養費などの給付

・保険料の納付
・費用の負担（公費）

被保険者証の交付

費用の負担
（支援金）

費用の負担（公費）

被保険者 医療機関

静岡県後期高齢者
医療広域連合

後期高齢者医療制度のしくみ

議案第６号　平成30年度磐田市一般会計予算に対する附帯決議



委 員 会 審 査 議会では、委員会を設置し議案を詳細に審査しています。
その内容の一部をお知らせします。

水
道
事
業
の
業
務
予
定
量
と
し
て
は
、
給
水
戸
数
６
万
１
２
１
８
戸
、
年
間
総
給
水
量
２
１

０
２
万
２
５
５
５
㎥
、
一
日
平
均
給
水
量
５
万
７
５
９
６
㎥
を
見
込
み
、
収
益
的
収
入
額
は

29
億
９
４
５
２
万
９
千
円
、収
益
的
支
出
額
は
26
億
６
９
０
９
万
１
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
、
老
朽
管
更
新
工
事
や
施
設
整
備
工
事
等
で
す
。

（
賛
成
：
志
・
新
・
き
・
社
・
公
　
反
対
：
共
）

水
道
事
業
会
計
予
算

議案
第17号

賛成多数で賛成多数で

可決可決

89

討
論
が
あ
り
ま
し
た

　
老
朽
管
の
更
新
・
耐
震
化
の
対
応
は

待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
料
金
の
改
定
も

一
般
家
庭
や
企
業
へ
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

耐
震
化
の
整
備
は
地
方
公
営
企
業
法
で

独
立
採
算
を
求
め
ら
れ
、
使
用
料
が
主

な
収
入
と
な
る
。
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
も
積
極
的
に
活
用
す
る
予
算
と
な
っ

て
お
り
妥
当
で
あ
る
。

国
や
県
の
補
助
金
も
積
極
的
に
活
用
し
た
予
算

賛
成

志
政
会 

絹
村
和
弘 

議
員

　
値
上
げ
は
老
朽
管
更
新
や
耐
震
化
を

進
め
て
き
た
が
継
続
す
る
た
め
多
額
の

資
金
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

水
道
管
の
老
朽
化
は
全
国
的
な
問
題
で

あ
り
、
更
新
費
等
の
負
担
を
国
や
県
に

求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
料
金
の
引
き
上

げ
は
市
民
生
活
に
と
っ
て
影
響
は
少
な

く
な
い
。

更
新
費
等
の
負
担
は
国
や
県
に
求
め
る
べ
き

反
対

※

２

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

会　計　名 平成30年度 平成29年度 増　減

会　計　名 平成30年度 平成29年度 増　減

会　計　名 平成30年度 平成29年度 増　減

水道事業会計

632億1,000万0千円 626億2,000万0千円 ５億９,000万0千円

165億2,290万0千円
18億1,397万8千円
121億9,821万6千円
64億4,379万5千円
2億5,345万6千円

収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出

199億5,633万8千円
16億5,096万4千円
122億3,812万9千円
64億5,199万8千円
2億5,548万5千円

△34億3,343万8千円
1億6,301万4千円
△3,991万3千円
△820万3千円
△202万9千円

29億9,452万9千円
26億6,909万1千円
7億1,704万5千円
17億6,072万5千円
164億8,152万3千円
168億372万7千円
19億3,919万8千円
26億7,131万0千円

27億2,503万6千円
26億6,319万8千円
7億4,215万5千円
16億7,036万8千円
164億8,907万1千円
170億2,363万3千円
12億4,606万6千円
19億8,129万6千円

2億6,949万3千円
589万3千円

△2,511万0千円
9,035万7千円
△754万8千円

△2億1,990万6千円
6億9,313万2千円
6億9,001万4千円

収益的

資本的

病院事業会計
収益的

資本的

一 般 会 計

特 別 会 計

※その他の特別会計には、駐車場事業、農業集落排水事業、４財産区の各特別会計の合計額を記載しています。

企 業 会 計

収益的収支…収益的収入は、水道事業の水道料収入、病院事業の入院・外来の診療収入などをいいます。
　　　　　　収益的支出は、職員給与や材料費、光熱水費などをいいます。
資本的収支…主に施設を整備・拡充するために必要な経費と財源をいいます。

30年度 各会計予算

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
そ の 他 の 特 別 会 計 ※

■委 員 長：山田安邦
■副委員長：加藤文重

■委員：議長を除く全議員予 算 決 算 委 員 会

総 務 委 員 会

30
年
度
一
般
会
計
予
算

■委 員 長：髙田正人
■副委員長：芦川和美

■委員：小池和広、鈴木正人、永田隆幸、加藤文重、松野正比呂、
　　　鈴木喜文、根津康広

【
歳
入
13
款
　
使
用
料
及
び
手
数
料
】

問
　
渚
の
交
流
館
目
的
外
使
用
料

の
内
容
は
。

答
　
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
波
の
状

況
を
写
す
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ア
プ

リ
で
情
報
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
歳
入
17
款
　
寄
附
金
】

問
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
に
つ
い
て
説
明
を
。

答
　
こ
の
納
税
は
、
地
方
創
生
の

取
り
組
み
事
業
に
限
定
さ
れ
る
。

制
度
の
周
知
も
図
り
な
が
ら
、
さ

ら
に
活
用
で
き
る
か
検
証
し
て
い

き
た
い
。

【
歳
出
２
款
　
総
務
費
】

問
　
市
職
員
の
障
が
い
者
雇
用
に

つ
い
て
説
明
を
。

答
　
広
報
へ
の
掲
載
や
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
の
登
録
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
障
が
い
の
方
に
対
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
。現
在
、法
定
雇

用
率
で
あ
る
２
・
６
％
を
目
標
に

し
て
い
る
が
、
い
い
人
材
が
多
く

い
れ
ば
、
必
要
数
を
超
え
て
採
用

す
る
。

問
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
新
型
受
信
機
へ

の
更
新
に
よ
り
何
が
変
わ
る
の
か
。

答
　
国
か
ら
の
情
報
が
同
報
無
線

に
自
動
的
に
送
ら
れ
、
同
報
無
線

の
起
動
に
要
す
る
時
間
が
20
秒
か

ら
２
秒
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
や
、

大
容
量
の
情
報
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

問
　
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
整
備
事
業
に
つ

い
て
説
明
を
。

答
　
現
在
、
全
て
の
交
流
セ
ン

タ
ー
と
他
５
施
設
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。今
後
、随
時
周
知
を
行

い
、
地
域
の
防
災
訓
練
等
で
使
用

で
き
る
よ
う
な
支
援
も
検
討
し
た

い
。

【
歳
出
３
款
　
民
生
費
】

問
　
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
て

い
く
考
え
は
。

答
　
な
る
べ
く
早
く
制
定
で
き
る

よ
う
、現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
豊
田
図
書
館
を
改
修
し
、
ひ

と
・
ほ
ん
の
庭
に
こ
っ
と
を
開
館

す
る
が
、
そ
こ
で
行
う
就
労
支
援

と
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
。

答
　
子
育
て
世
代
の
親
が
子
ど
も

の
手
が
離
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
就

労
を
相
談
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

問
　
新
中
学
１
年
生
に
制
服
等
の

購
入
費
用
を
補
助
す
る
中
学
生
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援
事
業
実
施
は
、

市
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。

答
　
進
学
に
か
か
る
費
用
負
担
が

大
き
い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。

問
　
こ
の
事
業
は
所
得
制
限
を
設

け
な
い
の
か
。

答
　
全
て
の
子
ど
も
が
本
市
の
宝

と
し
て
希
望
を
持
っ
て
中
学
へ
進

学
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
目
的

で
あ
る
た
め
、
全
員
を
対
象
と
し

た
。

問
　
こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

財
政
的
に
他
の
事
業
へ
の
影
響
は

な
い
か
。

答
　
影
響
は
な
く
、
今
後
も
考
え

に
く
い
。

問
　
制
服
を
扱
う
事
業
者
の
数
は
。

答
　
市
内
全
域
で
約
20
店
舗
で
、

市
内
に
店
舗
が
あ
れ
ば
本
店
で
も

支
店
で
も
該
当
に
な
る
。

渚の交流館

問
　
改
正
案
の
第
70
条
「
防
火
対

象
物
の
消
防
用
設
備
等
の
状
況
の

公
表
」
に
つ
い
て
説
明
を
。

答
　
消
防
法
令
で
建
物
に
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
屋
内
消
火

栓
設
備
や
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
、
自
動
消
火
装
置
設
備
の
い
ず

れ
か
が
違
反
し
て
い
る
、
ま
た
は

設
置
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
、
そ
の
違
反
対
象
物
の
名
称

や
住
所
等
を
公
表
す
る
。

問
　
第
32
条
で
消
防
署
長
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
効
果
は
。

答
　
火
気
の
使
用
等
を
規
制
し
て

い
る
劇
場
や
百
貨
店
等
に
お
け
る

禁
止
行
為
の
制
限
に
関
し
て
、
承

認
の
取
り
消
し
に
即
効
性
を
持
た

せ
る
意
味
合
い
が
あ
る
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正



■委 員 長：山田安邦
■副委員長：加藤文重

■委員：議長を除く全議員予 算 決 算 委 員 会

民 生 教 育 委 員 会建 設 産 業 委 員 会 ■委 員 長：草地博昭
■副委員長：虫生時彦

■委員：秋山勝則、小栗宏之、戸塚邦彦、
　　　小柳貴臣、芥川栄人、高梨俊弘

■委 員 長：岡　　實
■副委員長：絹村和弘

■委員：江塚　学、鳥居節夫、寺田幹根、
　　　寺田辰蔵、川崎和子、山田安邦

【
歳
出
４
款
　
衛
生
費
】

問
　
ひ
ょ
う
た
ん
池
へ
の
ト
イ
レ

設
置
に
つ
い
て
詳
細
を
。

答
　
池
の
北
側
へ
設
置
を
す
る
。

ま
た
、地
盤
が
低
く
年
１
、２
回
は

冠
水
が
あ
る
た
め
、
移
動
式
を
予

定
し
て
い
る
。

【
歳
出
７
款
　
商
工
費
】

問
　
次
世
代
型
農
水
産
業
立
地
推

進
事
業
の
効
果
や
補
助
金
の
補
助

率
は
。

答
　
地
元
中
小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
雇
用
機
会
の
創
出
、
税
収
の

増
、
新
た
な
基
幹
産
業
の
創
出
な

ど
の
効
果
が
あ
る
。
補
助
率
は
２

分
の
１
、
上
限
が
３
億
円
で
あ
る
。

【
歳
出
８
款
　
土
木
費
】

問
　
自
治
会
要
望
の
道
路
・
河
川

等
の
補
修
に
つ
い
て
、
状
況
は
。

問
　
開
発
行
為
者
か
ら
私
道
の
寄

附
を
受
け
る
と
き
の
条
件
は
。

答
　
道
路
の
寄
附
を
受
け
る
に
は
、

有
効
幅
員
が
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
、
転
回
広
場
の
設
置
な
ど
の

条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
寄
附
を

受
け
る
道
路
に
該
当
す
る
。

問
　
道
路
の
払
い
下
げ
ま
で
の
手

続
き
の
流
れ
を
伺
う
。

答
　
議
会
の
議
決
後
、
道
路
敷
の

用
途
廃
止
を
行
い
、
普
通
財
産
に

転
換
し
払
い
下
げ
の
手
続
き
を
行

う
。

答
　
件
数
は
、
積
み
残
し
が
２
７

１
件
、
継
続
が
１
５
５
件
、
新
規

が
１
９
２
件
で
、
合
計
６
１
８
件

の
要
望
が
あ
り
、
30
年
度
に
３
１

０
件
、
50
％
以
上
の
執
行
を
予
定

し
て
い
る
。
金
額
は
、
約
３
億
７

０
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

【
歳
出
９
款
　
消
防
費
】

問
　
救
急
救
命
士
の
育
成
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
人
員
は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
た
め
に
資
格
を
持
っ
た
救

命
士
の
採
用
、
希
望
者
に
資
格
を

取
得
さ
せ
る
な
ど
、
計
画
的
に
増

員
し
て
い
く
。

 

【
歳
出
10
款
　
教
育
費
】

問
　
小
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ

ン
設
置
の
方
向
性
は
。

答
　
パ
ソ
コ
ン
室
や
図
書
室
な
ど

特
別
教
室
に
つ
い
て
整
備
を
進
め

て
お
り
、
30
年
度
は
４
校
予
定
し

て
い
る
。

問
　
小
中
学
校
体
育
館
の
照
明
に

つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
30
年
度
に
旧
町
村
地
区
の
小

中
学
校
、
31
年
度
に
旧
磐
田
地
区

の
小
中
学
校
を
予
定
し
て
い
る
。

30
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算

問
　
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
つ

い
て
説
明
を
。

答
　
本
制
度
は
各
保
険
者
が
医
療

費
適
正
化
や
収
納
率
向
上
な
ど
、

独
自
で
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
一

つ
の
評
価
指
標
に
基
づ
い
て
点
数

化
し
、
そ
の
点
数
に
基
づ
い
て
国

の
交
付
金
を
配
分
す
る
制
度
で
あ

る
。
本
市
は
、
点
数
的
に
県
内
で

も
上
位
で
あ
る
。 

30
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

市
内
７
カ
所
あ
る
が
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
の
議
論
は
。

答
　
介
護
運
営
協
議
会
で
方
向
性

を
議
論
し
た
り
、
市
で
も
包
括
の

業
務
と
合
わ
せ
て
設
置
の
数
を
検

討
し
て
い
る
。30
年
度
は
７
カ
所

を
継
続
し
て
い
く
。

問
　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

答
　
現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
認
知
症
の

方
の
支
援
、
医
療
や
介
護
に
つ
な

げ
て
い
る
。
そ
れ
を
継
続
し
な
が

ら
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で

は
な
か
な
か
進
ま
な
い
よ
う
な
事

例
を
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
支

援
し
て
も
ら
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

30
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

問
　
磐
南
処
理
区
の
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
整
備
は
、
計
画
ど

お
り
に
進
ん
で
い
る
か
。

答
　
全
体
計
画
、
事
業
計
画
に

沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
多
少
の

遅
れ
は
あ
る
が
、
見
直
し
も
行
っ

て
お
り
、
現
在
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

30
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算

問
　
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
、

中
東
遠
に
お
け
る
急
性
期
医
療
の

総
合
病
院
と
し
て
の
状
況
や
今
後

の
方
向
性
は
。

答
　
急
性
期
医
療
の
総
合
病
院
と

し
て
、
手
厚
い
看
護
体
制
や
各
種

チ
ー
ム
医
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
医
療
安
全
等
も
非
常
に
厳

密
な
体
制
で
臨
む
よ
う
、
し
っ
か

り
体
制
を
敷
い
て
急
性
期
病
院
に

ふ
さ
わ
し
い
医
療
安
全
の
あ
り
方

を
考
え
、
進
め
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

（
磐

田
病
院
　
写
真
）

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

【
歳
入
20
款
　
諸
収
入
】

問
　
消
防
団
員
退
職
報
償
金
受
入

金
の
減
額
理
由
は
。

答
　
当
初
の
見
込
み
で
は
２
０
２

名
分
を
計
上
し
た
が
、
対
象
者
は

１
２
６
名
と
な
っ
た
た
め
減
額
補

正
す
る
。

【
歳
出
３
款
　
民
生
費
】

問
　
老
人
福
祉
費
の
減
額
と
い
う

こ
と
だ
が
、
最
近
の
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
状
況
は
。

答
　
こ
こ
数
年
、
入
所
者
が
増
加

の
傾
向
は
な
い
。
近
隣
の
養
護
老

人
ホ
ー
ム
も
あ
る
程
度
余
裕
が
あ

る
状
況
で
あ
る
。

市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

市
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

磐田市立総合病院

ひょうたん池

1011

委 員 会 審 査 議会では、委員会を設置し議案を詳細に審査しています。
その内容の一部をお知らせします。

問
　
休
館
日
に
お
い
て
、
図
書
等

資
料
点
検
期
間
と
あ
る
が
、
ど
の

程
度
の
期
間
か
。

答
　
本
な
ど
が
５
万
点
ほ
ど
あ
る

た
め
、
年
１
回
程
度
、
数
日
間
を

予
定
し
て
い
る
。

　
当
初
は
図
書
館
の
位
置
づ
け
で

あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
子
育
て

に
係
る
複
合
施
設
と
い
う
位
置
づ

け
と
な
っ
た
。
旧
豊
田
町
時
代
に

図
書
館
が
ほ
し
い
と
い
う
要
望
の

中
で
つ
く
ら
れ
た
経
緯
も
あ
る
と

思
う
。
住
民
の
思
い
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
図
書
館
の
機
能
も
受

け
継
ぎ
な
が
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

合
わ
せ
た
運
営
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

賛
成
討
論

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭
に
こ
っ
と
条
例

の
制
定

る
状
況
で
あ
る
。

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭
　に
こ
っ
と
と
は

　
現
在
の
豊
田
図
書
館
を
改
修
し

「
ひ
と
・
ほ
ん
の
庭
　
に
こ
っ

と
」
を
開
館
し
ま
す
。
新
施
設
は
、

人
と
本
を
介
し
、
相
談
・
子
育
て

支
援
・
市
民
交
流
・
学
び
の
支
援

な
ど
の
機
能
提
供
を
図
る
複
合
施

設
と
な
り
ま
す
。
（
平
成
30
年
８

月
オ
ー
プ
ン
予
定
）



問
　
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
の

実
績
、
耐
震
化
向
上
策
と
国
の
新

た
な
助
成
制
度
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
事
業
の
29
年
12
月
末
ま
で
の

申
請
件
数
は
41
件
、
29
年
度
か
ら

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
助
成
制
度
を

設
け
る
な
ど
総
合
的
な
地
震
対
策

を
支
援
し
て
い
る
。
国
の
新
た
な

制
度
は
今
後
詳
細
を
確
認
す
る
。

こ
ど
も・子
育
て
、教
育
の
充
実

問
（
仮
称
）
中
泉
こ
ど
も
園
整
備

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
保
護
者
や

住
民
の
合
意
は
得
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
　
建
設
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

要
望
等
可
能
な
限
り
設
計
に
反
映

し
た
。
中
泉
地
区
自
治
会
長
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
な
ど
で
説
明
会
を

実
施
し
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

問
　
幼
稚
園
・
保
育
園
の
民
営
化

を
す
る
理
由
と
公
的
責
任
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
民
営
化
は
施
設
の
老
朽
化
や

待
機
児
童
な
ど
の
課
題
解
消
に
向

け
、
民
間
活
力
を
活
用
す
る
こ
と

で
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
す

る
た
め
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
多

様
な
保
育
・
教
育
ニ
ー
ズ
を
捉
え

て
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
の
充
実

し
た
教
育
・
保
育
環
境
を
整
備
、

持
続
す
る
こ
と
が
自
治
体
の
負
う

べ
き
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
。

諸
課
題

問
　
駅
前
の
大
ク
ス
の
管
理
状
況
、

今
後
の
対
応
と
専
門
家
と
の
か
か

わ
り
を
伺
う
。

答
　
散
水
な
ど
定
期
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
実
施
し
、
樹
木
や
土
壌

の
専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
保
護

に
必
要
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

樹
勢
の
回
復
状
況
を
見
な
が
ら
適

切
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

問
　
公
務
員
労
働
の
非
正
規
化
が

進
み
、
抜
本
的
な
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
。

答
　
32
年
施
行
の
地
方
公
務
員
法

改
正
の
趣
旨
を
十
分
確
認
し
、
制

度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
導
入
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

一般質問

個々の議員が、市政全般にわたり、市長をはじめとする執
行機関に対して行う質問を一般質問といいます。
2月定例会では11人の議員が一般質問を行いました。
発言した順番で主な内容をお知らせします。

一般質問とは ?

防災対策の強化を／こども・子育て施策、教育の充実を／
行政の諸課題

一 問
一 答

日本共産党磐田市議団 高 梨 俊 弘 議員

防
災
対
策

1213

（1 1名）

大クス

問
　
密
集
市
街
地
の
防
災
・
減
災

に
つ
い
て
現
在
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
か
。

答
　
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
本
市
で
は
家
具

の
固
定
や
木
造
住
宅
の
耐
震
化
な

ど
へ
の
支
援
の
ほ
か
に
、
建
物
の

不
燃
化
を
促
進
す
る
た
め
、
防
火

地
域
等
を
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
防
災
力
の
強
化
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
ご
と
に
異
な
る

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
の
実
施
が

必
要
で
あ
り
、
推
進
し
て
い
る
。

問
　
防
災
フ
ァ
イ
ル
が
つ
く
ら
れ

て
２
年
、
資
料
の
追
加
や
内
容
の

充
実
の
考
え
は
。

答
　
生
活
に
関
連
し
た
防
災
情
報

や
国
の
制
度
改
正
に
伴
う
変
更
な

ど
、
改
定
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
資
料
の
差
し
替
え
等
を

行
っ
て
い
く
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
専
従

の
人
材
確
保
や
団
体
設
置
を
検
討

す
る
こ
と
が
可
能
か
。
ま
た
、
学

生
や
地
元
の
若
者
の
力
や
発
想
力

を
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取

り
入
れ
る
考
え
は
。

答
　
専
従
の
人
材
確
保
や
団
体
設

置
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
民
間
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。
ま
た
地
元
の

学
生
や
若
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
も
大
変
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
昨
年
９
月
に
静

岡
産
業
大
学
に
よ
る
中
心
市
街
地

活
性
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交

換
会
や
個
店
Ｐ
Ｒ
の
チ
ラ
シ
作
成

な
ど
、
学
生
の
力
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

地
元
学
生
な
ど
に
よ
る
若
者
目
線

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
　
公
園
管
理
事
業
で
、
各
公
園

に
設
置
し
て
あ
る
遊
具
の
安
全
点

検
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

答
　
職
員
に
よ
る
週
２
回
の
公
園

パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
業
者
に
よ
る
年

２
回
の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
事

故
防
止
に
努
め
て
い
る
。

未来へのまちづくり 一 括
質 問

志政会 小 柳 貴 臣 議員

問
　
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
課
題

を
捉
え
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
と
そ
れ
を
担
う
人
材
育

成
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る
。
次
世

代
型
農
水
産
業
や
地
域
づ
く
り
協

議
会
へ
の
支
援
、
文
化
ゾ
ー
ン
整

備
等
の
施
策
を
実
施
し
、
地
域
等

が
元
気
に
な
る
ま
ち
を
目
指
す
。

問
　
企
業
立
地
の
土
地
利
用
調
整

の
考
え
方
、
次
世
代
型
農
業
へ
の

参
入
企
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
　
市
街
化
区
域
や
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
産
業
拠
点
と

位
置
づ
け
た
地
域
へ
企
業
を
誘
導

し
た
い
。
現
在
、
神
増
地
区
へ
の

大
型
種
苗
ハ
ウ
ス
な
ど
が
立
地
に

向
け
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

問
　
保
安
林
区
域
の
防
潮
堤
整
備

に
つ
い
て
近
隣
市
・
国
・
県
と
の

連
携
、
課
題
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
県
と
関
係
市
で
構
成
す
る
静

岡
モ
デ
ル
推
進
検
討
会
で
の
検
討

や
、
県
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
具
体
的
な
整
備
手
法
が
課

題
で
引
き
続
き
県
等
と
取
り
組
む
。

問
　
自
主
防
災
会
へ
の
資
機
材
等

支
援
制
度
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

答
　
28
年
度
ま
で
の
交
付
金
支
援

で
、
必
要
な
資
機
材
は
お
お
む
ね

整
備
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、

資
機
材
購
入
が
目
的
と
な
る
課
題

が
あ
っ
た
。
今
後
は
防
災
訓
練
等

に
対
す
る
支
援
に
移
行
す
る
。

農
業
振
興
策

問
　
本
市
の
農
業
の
特
性
を
活
か

し
た
具
体
的
振
興
策
を
伺
う
。

答
　
温
暖
な
気
候
や
、
農
業
専
門

の
教
育
機
関
等
の
資
源
を
活
用
し
、

生
産
性
や
収
益
性
の
高
い
農
業
を

展
開
す
る
担
い
手
育
成
の
た
め
県

等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
る
。

問
　
高
付
加
価
値
の
あ
る
生
産
品

の
産
地
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
と
方
向
性
を
伺
う
。

答
　
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
高
付
加
価
値

農
作
物
の
栽
培
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
も
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
に

取
り
組
む
農
業
者
を
支
援
す
る
。

まちづくりの取り組みについて
農業振興策について

一 括
質 問

きずなの会 戸 塚 邦 彦 議員

ま
ち
づ
く
り

「遠中天使のキャベツ」の畑



問
　
消
防
団
員
の
条
例
定
数
見
直

し
に
つ
い
て
、
考
え
方
と
課
題
は
。

答
　
団
員
定
数
１
３
６
７
名
に
対

し
29
年
現
在
の
団
員
数
は
１
１
６

８
名
で
県
内
で
も
高
い
水
準
で
あ

る
。
ま
た
、
消
防
団
組
織
再
編
時

に
は
将
来
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、

団
員
定
数
は
改
正
し
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
今
後
は
、
団
員

確
保
を
課
題
と
捉
え
、
再
編
後
の

検
証
を
継
続
的
に
進
め
て
い
く
。

問
　
消
防
団
や
常
備
消
防
Ｏ
Ｂ
の

災
害
時
協
力
の
考
え
と
課
題
は
。

答
　
現
役
時
に
培
っ
た
知
識
・
技

術
を
自
主
防
災
会
活
動
に
生
か
す

こ
と
が
災
害
時
の
共
助
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
は
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期

待
を
し
て
い
る
。

問
　
国
が
大
地
震
の
予
知
が
不
可

能
と
し
た
背
景
や
現
状
、
市
の
体

制
の
変
化
や
課
題
を
伺
う
。

答
　
国
は
東
海
地
震
を
対
象
と
し

た
確
度
の
高
い
地
震
の
予
測
は
で

き
な
い
と
結
論
づ
け
、
東
海
地
震

に
変
わ
り
南
海
ト
ラ
フ
の
関
連
情

報
を
発
表
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

国
か
ら
新
た
な
防
災
対
応
が
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る

が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
今
ま
で

と
同
様
の
体
制
を
と
っ
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り

問
　
多
世
帯
同
居
に
対
す
る
支
援

の
考
え
方
や
課
題
を
伺
う
。

答
　
多
世
帯
同
居
は
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
や
高
齢
者
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に

有
効
と
考
え
る
。
社
会
状
況
の
変

化
で
核
家
族
化
が
進
み
、
多
世
帯

同
居
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、

促
進
策
を
研
究
し
て
い
く
。

　 問
　
空
き
家
へ
の
対
応
は
。

答
　
空
き
家
調
査
で
の
確
認
、
自

治
会
等
か
ら
通
報
を
受
け
た
も
の

を
随
時
適
正
な
管
理
や
改
善
等
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
所
有
者
に

対
し
て
も
、
広
報
等
で
適
正
管
理

を
促
し
、
活
用
や
除
却
に
対
す
る

支
援
を
し
て
い
る
。

消防・防災について
まちづくりについて

一 括
質 問

志政会 小 池 和 広 議員

消
防
・
防
災
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問
　
市
内
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

整
備
の
現
状
と
課
題
は
。

答
　
障
が
い
児
者
を
受
け
入
れ
る

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、

順
次
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
十
分

で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
医
療

従
事
者
の
確
保
等
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
利
用
で
き
る
体
制

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
　
磐
田
駅
北
口
の
障
が
い
者
用

乗
降
場
を
一
般
車
両
送
迎
ス
ペ
ー

ス
に
も
設
置
す
る
考
え
は
。

答
　
現
在
の
乗
降
場
が
障
が
い
者

に
よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
と
な

る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
い
表
示

を
今
後
設
置
し
て
い
く
。

問
　
重
度
心
身
障
が
い
児
者
の
福

祉
避
難
所
指
定
に
つ
い
て
、
備
品

確
保
や
医
療
機
関
と
の
連
携
は
。

答
　
備
品
確
保
は
、
避
難
者
本
人

及
び
各
施
設
の
資
機
材
の
活
用
を

想
定
し
て
い
る
。
医
療
機
関
と
の

連
携
は
、
医
療
従
事
者
の
確
保
に

限
界
が
あ
り
、
検
討
課
題
で
あ
る
。

就
学
前
環
境

問
　
新
年
度
か
ら
加
わ
る
園
の
総

数
と
定
員
枠
の
増
数
、
待
機
解
消

の
目
標
に
対
す
る
進
捗
率
は
。

答
　
開
設
と
保
育
枠
が
増
員
す
る

園
は
７
園
で
、
定
員
は
１
３
５
名

の
増
で
あ
る
。
内
訳
は
、
開
設
が

企
業
主
導
型
保
育
所
で
２
園
、
小

規
模
保
育
所
で
３
園
、
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
に
よ
る
保
育
枠
の
増
員

が
２
園
で
あ
る
。
保
育
枠
拡
大
の

目
標
値
は
、
幼
稚
園
保
育
園
再
編

計
画
で
33
年
度
ま
で
に
約
３
５
０

人
分
の
拡
大
と
し
て
お
り
、
進
捗

率
は
30
年
度
当
初
、
約
22
％
で
概

ね
計
画
通
り
で
あ
る
。

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
移
行
し
な
い
私
立
幼
稚
園
へ

通
う
保
護
者
へ
の
利
用
料
補
助
の

考
え
は
。

答
　
国
の
制
度
に
基
づ
く
就
園
奨

励
費
補
助
金
に
よ
る
利
用
料
の
軽

減
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。

重度心身障がい児者支援について
就学前環境の現状と課題、更なる充実について

一 括
質 問

社民・明るい暮らしの会 川 崎 和 子 議員

重
度
心
身
障
が
い
児
者
支
援

身障者等乗降場

問
　
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
本
市
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

13
・
６
％
で
、
国
の
13
・
９
％
と

ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と
な
っ
た
。
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
支
援

の
必
要
が
あ
れ
ば
今
後
検
討
す
る
。

問
　
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
の
現

状
と
対
応
策
を
伺
う
。

答
　
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の

理
由
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
状
態
に

な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
医
療

や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
支
援
を
し

て
い
る
。
地
域
活
動
や
サ
ロ
ン
へ

の
参
加
促
進
等
が
効
果
的
で
あ
る
。

行
政
・
教
育
全
般

問
　
今
後
10
年
、
20
年
先
を
見
据

え
た
支
所
機
能
と
役
割
を
伺
う
。

答
　
市
民
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近

な
交
流
セ
ン
タ
ー
で
担
う
業
務
と
、

本
庁
に
集
約
す
る
業
務
、
支
所
に

残
す
業
務
に
整
理
し
、
今
後
の
あ

る
べ
き
姿
を
検
討
し
た
い
。

問
　
小
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

等
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

答
　
小
学
校
高
学
年
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
職
業
人
の
話
を
聞
く
活
動

を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
考
え
を

深
め
、
将
来
へ
の
夢
を
抱
く
機
会

を
得
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
職

場
体
験
等
を
通
し
て
具
体
的
に
勤

労
観
や
職
業
観
を
養
い
、
子
ど
も

た
ち
は
視
野
を
広
げ
て
い
る
。
今

後
さ
ら
に
幅
広
く
体
験
等
を
実
施

し
、
地
域
と
の
連
携
を
強
め
、
よ

り
質
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

問
　
小
中
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ
の

増
設
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
32
年
度
完
了
を
目
標
に
、
各

ト
イ
レ
１
基
の
設
置
を
進
め
て
い

る
。
既
存
の
学
校
は
使
用
頻
度
の

高
い
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
努
め
る
。

問
　
小
中
学
校
余
裕
教
室
の
地
域

等
へ
の
開
放
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
現
在
地
域
と
の
連
携
を
進
め

る
た
め
４
教
室
を
開
放
し
て
い
る
。

各
世
代
の
貧
困
リ
ス
ク
等

各世代の貧困リスク等について
行政・教育全般について

一 括
質 問

新磐田 芥 川 栄 人 議員

問
　
浜
岡
原
発
の
事
故
を
想
定
し

た
県
の
広
域
避
難
計
画
に
基
づ
く

避
難
計
画
策
定
状
況
と
課
題
は
。

答
　
避
難
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て

避
難
先
市
町
村
か
ら
の
了
解
を
得

た
こ
と
か
ら
、
29
年
度
末
の
公
表

を
予
定
し
て
い
る
。
課
題
は
避
難

手
段
の
確
保
や
渋
滞
対
策
等
、
実

効
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

問
　
避
難
先
市
町
村
と
の
合
意
の

内
容
は
。

答
　
岐
阜
県
・
石
川
県
の
避
難
先

市
町
村
す
べ
て
を
訪
問
し
、
避
難

元
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
考

慮
し
、
同
じ
地
域
に
避
難
で
き
る

よ
う
調
整
し
了
解
を
得
た
。

問
　
豊
岡
中
学
校
で
実
施
さ
れ
た

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
に
至
っ
た
経
過
と
今
後
は
訓

練
を
中
止
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

答
　
国
の
方
針
の
も
と
に
、
県
か

ら
の
要
請
に
よ
り
訓
練
を
実
施
し

た
。
現
時
点
で
は
、
今
後
市
内
小

中
学
校
で
実
施
す
る
予
定
は
な

い
。

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

問
　
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

は
就
学
援
助
に
連
動
し
、
就
学
援

助
利
用
者
に
も
影
響
が
で
て
く
る
。

就
学
援
助
の
利
用
者
数
と
基
準
の

現
状
、
今
後
の
対
応
は
。

答
　
30
年
２
月
１
日
現
在
で
、
小

学
校
は
要
保
護
16
人
、
準
要
保
護

５
６
６
人
、
中
学
校
は
要
保
護
10

人
、
準
要
保
護
３
４
９
人
と
な
っ

て
い
る
。
25
年
の
生
活
保
護
基
準

の
見
直
し
で
は
、
準
要
保
護
の
認

定
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
基

準
に
乗
じ
る
係
数
を
１
・
３
か
ら

１
・
４
に
引
き
上
げ
た
。
今
後
も

児
童
生
徒
の
就
学
に
支
障
を
来
た

さ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

問
　
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
の

中
で
の
現
状
把
握
と
今
後
の
支
援

策
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
　
貧
困
率
は
国
の
結
果
と
ほ
ぼ

同
様
の
13
・
６
％
で
あ
っ
た
。
今

後
は
現
在
分
析
中
の
結
果
を
踏
ま

え
支
援
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　

市民の避難計画・安全対策について
市民の暮らしを支える市政について

一 問
一 答

日本共産党磐田市議団 根 津 康 広 議員

避
難
計
画
・
安
全
対
策

キャリア教育の様子



問
　
県
は
防
潮
堤
用
土
砂
の
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
設
置
し
、
首
都

圏
か
ら
土
砂
を
受
け
入
れ
防
潮
堤

整
備
を
支
援
す
る
。
土
砂
の
活
用

の
考
え
と
課
題
は
。

答
　
本
市
の
負
担
は
発
生
し
な
い

た
め
、
こ
の
土
砂
を
優
先
し
て
活

用
す
る
。
課
題
は
工
事
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
、
土
砂
を
受
け
る
調
整

が
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
防
潮
堤
整
備
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
29
年
度
末
ま
で
に
、
竜
洋
海

洋
公
園
工
区
な
ど
３
工
区
全
体
の

延
長
11
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

約
９
パ
ー
セ
ン
ト
、
９
０
７
メ
ー

ト
ル
が
完
成
す
る
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
防
災
行

政
ラ
ジ
オ
の
代
替
策
等
の
考
え
は
。

答
　
防
災
行
政
ラ
ジ
オ
は
デ
ジ
タ

ル
化
に
合
わ
せ
終
了
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
国
と
協
議
し
た
結
果
、

ア
ナ
ロ
グ
波
受
信
が
可
能
な
34
年

11
月
末
ま
で
使
用
可
能
と
な
っ
た
。

代
替
策
と
し
て
、
国
や
他
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
、
引
き
続
き
い

わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
の
登
録
を
推

進
す
る
。

諸
課
題

問
　
次
期
工
業
団
地
の
検
討
・
調

査
等
の
取
り
組
み
状
況
等
は
。

答
　
27
年
度
実
施
し
た
産
業
適
地

調
査
結
果
を
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
、
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
新
し
い

工
業
団
地
の
開
発
は
考
え
て
い
な

い
が
、
企
業
動
向
等
を
把
握
す
る

中
で
、
必
要
に
応
じ
て
民
間
開
発

等
を
含
め
検
討
す
る
。

問
　
竜
洋
地
区
南
部
の
工
業
地
域

に
お
け
る
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
移
転
計
画
が
沿
岸
部
に
及
ぼ
す

影
響
や
課
題
・
問
題
点
等
は
。

答
　
大
手
メ
ー
カ
ー
の
関
連
企
業

が
移
転
し
た
跡
地
を
使
用
し
て
い

る
。
中
小
企
業
の
移
転
等
に
よ
る

空
き
工
場
も
企
業
の
進
出
が
進
み
、

ほ
と
ん
ど
空
き
物
件
が
な
い
。
現

段
階
で
は
大
き
な
課
題
等
は
な
い
。

地震、津波、防災対策について
磐田市の諸課題について

一 問
一 答

志政会 岡 實 議員

地
震
、
津
波
、
防
災
対
策
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防災行政ラジオ

問
　
市
民
の
健
康
意
識
を
高
め
る

た
め
の
目
標
設
定
を
伺
う
。

答
　
医
療
や
介
護
の
持
続
可
能
性

の
確
保
の
た
め
、
市
民
自
ら
が
運

動
や
食
生
活
等
に
着
目
し
た
健
康

づ
く
り
に
努
め
、
相
互
に
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
延
命
治
療
や
看
取
り
に
つ
い

て
、
皆
で
考
え
る
機
運
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
自
分
ら
し
い
生
き
方
や
最
期

の
迎
え
方
を
準
備
す
る
意
識
を
醸

成
す
る
た
め
、
看
取
り
等
を
考
え

る
講
演
会
等
を
継
続
し
て
実
施
し
、

交
流
セ
ン
タ
ー
等
、
市
民
の
身
近

な
場
所
で
医
療
や
介
護
関
係
者
等

と
連
携
し
、
啓
発
を
図
る
。

子
育
て
・
教
育

問
　
今
の
時
代
の
教
育
環
境
、
未

就
学
児
の
家
庭
教
育
に
つ
い
て
市

長
の
想
い
を
伺
う
。

答
　
子
育
て
・
教
育
の
責
任
を
果

た
す
の
は
、
い
つ
の
時
代
も
第
一

義
的
に
は
親
で
あ
る
。
人
格
形
成

や
情
緒
面
の
発
達
に
重
要
な
乳
幼

児
期
は
、
特
に
親
子
の
触
れ
合
い

が
大
切
と
考
え
、
愛
着
形
成
を
促

す
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
と
利
用
し
て
い
な
い
家
庭
へ
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
子
育
て
の
孤
立
化
等
の
課
題

が
あ
る
中
で
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
就
学
前
の
親
子
の
居
場
所

や
子
育
て
に
関
す
る
情
報
収
集
、

身
近
な
相
談
場
所
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
利
用
し

て
い
な
い
方
に
は
、
年
齢
を
問
わ

ず
幅
広
い
世
代
が
利
用
で
き
る
場

と
し
て
、
（
仮
称
）
子
ど
も
図
書

館
で
も
案
内
や
啓
発
に
努
め
る
。

問
　
家
庭
教
育
支
援
員
の
効
果
的

な
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
保
護
者
に
対
し
て
家
庭
教
育

の
重
要
性
を
促
す
等
、
県
が
養
成

す
る
家
庭
教
育
支
援
員
に
よ
る
講

座
は
効
果
が
あ
る
の
で
、
今
後
も

小
中
学
校
等
が
活
用
で
き
る
よ
う

情
報
提
供
し
て
い
く
。

磐田市の医療・福祉の推進について
磐田市の子育て・教育について

一 問
一 答

志政会 秋 山 勝 則 議員

医
療
・
福
祉
の
推
進

問
　
公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
に
よ
る
「
走
る
防
犯
カ

メ
ラ
」
と
し
て
利
活
用
の
考
え
は
。

答
　
現
在
73
台
の
公
用
車
に
設
置

し
て
お
り
、
今
後
も
公
用
車
の
更

新
に
合
わ
せ
て
、
設
置
を
進
め
、

犯
罪
や
交
通
事
故
の
抑
止
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

問
　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
と
し
て

ジ
ビ
エ
の
利
活
用
の
考
え
は
。

答
　
食
肉
と
し
て
の
利
活
用
に
は
、

加
工
処
理
や
安
定
的
な
供
給
体
制

づ
く
り
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
先

進
事
例
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し

て
い
き
た
い
。

産
業
振
興

問
　
県
の
製
茶
指
導
取
締
条
例
の

廃
止
の
動
き
に
つ
い
て
、
磐
田
茶

の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
に
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
か
。

答
　
生
産
者
か
ら
も
条
例
廃
止
に

慎
重
な
意
見
が
出
て
い
る
。
本
市

で
生
産
さ
れ
て
い
る
緑
茶
は
、
県

産
茶
葉
の
現
在
の
基
準
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
各
生
産
者
が
味
や
商
品

形
態
の
工
夫
を
し
て
お
り
、
い
わ

た
茶
の
品
質
を
広
く
市
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
き
た

い
。

子
育
て
・
教
育

問
　
本
市
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て
、
30
年
10
月
か
ら

の
県
の
助
成
拡
大
に
合
わ
せ
、
高

校
生
ま
で
拡
大
す
る
の
か
。

答
　
本
市
で
も
30
年
10
月
１
日
よ

り
、
高
校
生
へ
の
医
療
費
助
成
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

助
成
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
円
の

一
部
負
担
を
お
願
い
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
。

問
　
豊
岡
中
学
校
で
実
施
し
た
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
飛
来
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
、
今
後
市
内
小
・
中

学
校
で
実
施
し
て
い
く
考
え
は
。

答
　
同
様
の
訓
練
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

国
際
情
勢
や
国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

安全・安心のまちづくりについて
産業振興について／子育て・教育の諸課題について

一 括
質 問

公明党磐田 江 塚 　 学 議員

問
　
交
流
セ
ン
タ
ー
と
学
府
の
か

か
わ
り
を
伺
う
。

答
　
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の
学
校
運

営
協
議
会
等
へ
の
出
席
や
児
童
・

生
徒
の
交
流
セ
ン
タ
ー
祭
り
へ
の

参
加
等
、
学
府
と
交
流
セ
ン
タ
ー

が
か
か
わ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
き

た
。
学
府
と
地
域
の
つ
な
が
り
が

深
ま
る
こ
と
で
、
地
域
力
が
高
ま

る
と
考
え
る
。

問
　
地
域
づ
く
り
協
議
会
を
組
織

す
る
う
え
で
、
役
員
の
負
担
軽
減

や
担
い
手
不
足
の
解
決
策
を
伺
う
。

答
　
多
く
の
方
が
地
域
活
動
に
か

か
わ
り
、
役
員
等
の
負
担
を
分
散

さ
せ
る
仕
組
み
の
構
築
が
、
地
域

づ
く
り
協
議
会
の
目
指
す
姿
で
あ

る
。
現
在
、
実
現
に
向
け
エ
リ
ア

担
当
職
員
を
配
置
し
、
実
情
に
合

わ
せ
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
交
付

す
る
地
域
づ
く
り
応
援
一
括
交
付

金
の
法
的
な
位
置
づ
け
を
伺
う
。

答
　
交
付
要
綱
を
制
定
し
、
地
域

の
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
地
域
課
題
の
解

決
や
特
色
を
生
か
し
た
地
域
活
動

を
行
う
協
議
会
に
対
し
て
交
付
し

て
い
る
。

問
　
小
規
模
多
機
能
自
治
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

答
　
自
治
会
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
、
自
主
的
・
自
律
的
・

包
括
的
に
地
域
課
題
を
解
決
す
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
住
み
慣
れ
た

町
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
実
現
す

る
重
要
な
考
え
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

選
挙
の
諸
課
題

問
　
過
疎
や
高
齢
化
に
伴
い
、
投

票
所
ま
で
足
を
運
ぶ
の
が
難
し
い

有
権
者
が
増
え
る
中
、
移
動
期
日

前
投
票
所
開
設
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
既
に
５
箇
所
の
期
日
前
投
票

所
が
あ
る
た
め
移
動
期
日
前
投
票

所
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
と
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

地域力について
選挙の諸課題について

一 括
質 問

きずなの会 鈴 木 正 人 議員

地
域
力

　
　
　



民生教育委員会が関係団体と懇談会を実施しました1
30

　民生教育委員会は１月３0日に磐田市民生・児童委員協議会と、2月７日にシニアクラブ磐田市とそれぞ
れ懇談会を実施しました。懇談会では、各団体の活動状況や課題等について報告を受けたあと、意見交
換を行いました。

2
7

議員研修会を開催しました
テーマ「地方議会議員基礎研修―議会改革の第2ステージを目指して―」

1
31
　１月31日に、「議会改革」をテーマに地方議会議員の役割
を再確認し、最新の動向を踏まえた議会改革のあり方や今
後の方向性等を学ぶことを主眼として、議員研修会を開催し
ました。
　今回は全国市議会議長会などで多数講演されている山梨
学院大学法学部教授の江藤俊昭さんをお招きしました。住
民福祉の向上に結びつけることを念頭に議会改革を進める
ことが大切であると話されました。

本会議場に市章を
設置しました
　平成 30 年 2 月定例会
から本会議場の議長席の
上部に市章を設置しました。
　多くの皆様に議会を傍聴
していただき、その際にご
覧頂ければ幸いです。

市議会だよりの訂正に
ついて

1819

I n f o r m a t i o n

　前号（第64号）の４頁、水道事
業給水条例の一部改正において、
改正の主な内容で「口径25ミリ以
上の基本料金を廃止する」とあり
ましたが、「口径25ミリ以上の基
本水量を廃止する」の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。

磐田市民生・児童委員協議会との懇談会 シニアクラブ磐田市との懇談会

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱

議会にご意見をお寄せください
　市民の皆様の声をお聴きするため、「ご意
見ポスト」を本庁舎１階と５階に設置してい
ます。市議会へのご意見・ご要望をお寄せく
ださい。

そのほかいただいた主なご意見

 傍聴者に対する
　 議員の座席表について

市議会にお寄せいただいた市議会にお寄せいただいた

を紹介しますを紹介します

●街灯の設置について
●住宅街につながる道路の整備・修繕に
　ついて
●『公園などの遊具の管理の見える化』に
　ついて
●『「いわた羅針盤」の内容の見直し』に
　ついて
●水道料金の値上げについて
●障がい者問題の提起について

ご意見

回　答回　答

　　　　傍聴した際に気になったことを
ご連絡いたします。各議員が後姿とな
り、名札も陰になってしまいます。傍聴
席からは誰が誰なのかがよく分かりませ
ん。どの議員がどんな姿勢で挑んでいる
のかも傍聴する意義の１つです。ぜひ傍
聴者に議員の座席表を配布いただけない
でしょうか？議員を全員分かる方も少な
いのではないかと思いますので、ご検討
いただきたいと思います。

　　　　平成29年９月定例会から、新た
に作成し、傍聴者へ配布させていただき
ました。
　これからも多くの皆様に議場に足を運
んでいただけるよう、取り組んでまいり
ます。

 カラスの異常繁殖について

ご意見

回　答回　答

　　　　数年来、磐田市内でカラスが異
常繁殖しています。夕方になると磐田北
高から富士見町にかけ、カラスが電線に
密集しています。カラスの鳴き声、糞に
住民は大変迷惑しています。磐田市とし
てどのような対策を考えているのでしょ
うか。

　　　　市の対応を確認したところ、カ
ラスは猟友会に委託して、天竜川河川敷
や大藤地区、新貝地区などで、猟銃によ
る捕獲を実施しておりますが、住宅地に
ついては、猟銃の使用ができないため、
捕獲の対策はできない状況とのことで
す。
　なお、住宅地において、電柱等の電気
設備に留まるカラス等の鳥により、糞な
どの被害があった場合には、中部電力株
式会社へ対応策を講じてもらうよう紹介
しております。

ご 意 見
　29年4月から30年3月までの間に、市議会ご意見ポストに
お寄せいただいた市民の皆様からのご意見と回答の一部を
紹介します。

　29年4月から30年3月までの間に、市議会ご意見ポストに
お寄せいただいた市民の皆様からのご意見と回答の一部を
紹介します。

こちらのパンフレットを
傍聴される方に配布して
います
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　本会議・委員会は当日の受付で傍聴できます。
５階の議会事務局までお越しください。
議会を身近に知るためにも
傍聴してみてはいかがで
しょうか。

３月２２日に２月定例会を終え、３月末には市
内小中学校で卒業式、そして４月には入学式
に出席をさせていただきました。新しいスター
トを切る子どもたちを前にすると、自然とあの

頃を思い出し、胸いっぱいになります。私たち磐田市議会
も改選から１年たち、２年目が始まりました。初心を忘れ
ず、残り３６カ月間も磐田市議会一丸となって、精進してま
いります。　　　　　　　　　　　　　（草地博昭）

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
５階の議会事務局までお越しください。

C O N T E N T S

Ｐ２ 特集　中心市街地
 への思い
Ｐ４ ２月定例会議案審議
Ｐ９ 委員会審査
Ｐ12 一般質問（11人）
Ｐ18 ご意見紹介
Ｐ19 トピックス
 インフォメーション
Ｐ20 審議結果　ほか

中心市街地への思い
～商店街の活性化に向けて～
中心市街地への思い
～商店街の活性化に向けて～
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特 集

やまひち食品　　 山下貢史さん

株式会社大進堂　 山田典嗣さん

　

やまひち食品　　 山下貢史さん

株式会社大進堂　 山田典嗣さん

　

やましたこう じ

やま だ のりつぐ

　

やましたこう じ

やま だ のりつぐ

　

みんなで軽トラ市  いわた☆駅前楽市実行委員会  代表幹事みんなで軽トラ市  いわた☆駅前楽市実行委員会  代表幹事
インタビューインタビュー

※志政会の会派人数は12人ですが、採決は増田暢之議長を除いた11人で行います。　　　　　　　　　　　　　○：賛成　×：反対

（5月14日～21日）
5

【広報広聴委員会】
■委 員 長：芥川栄人　　■副委員長：根津康広
■委 　 員：江塚 学、小池和広、鈴木正人、草地博昭、川崎和子

審 議 結 果

編 集

後 記

■全会一致により可決・同意された議案

■意見の分かれた議案

■その他
⑴　閉会中の継続調査　　⑵　市議会議員の派遣

⑴　29年度一般会計補正予算（第６号）
⑵　　〃 一般会計補正予算（第７号）
⑶　　〃 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
⑷　　〃 農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
⑸　　〃 公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
⑹　30年度駐車場事業特別会計予算
⑺　　〃 国民健康保険事業特別会計予算
⑻　　〃 介護保険事業特別会計予算
⑼　　〃 広瀬財産区特別会計予算
⑽　　〃 岩室財産区特別会計予算
⑾　　〃 虫生財産区特別会計予算
⑿　　〃 万瀬財産区特別会計予算
⒀　　〃 農業集落排水事業特別会計予算
⒁　　〃 公共下水道事業特別会計予算
⒂　　〃 病院事業会計予算
⒃　指定居宅介護支援の事業の人員及び運営の基準等に
　　関する条例の制定
⒄　ひと・ほんの庭にこっと条例の制定
⒅　職員退職手当支給条例等の一部改正
⒆　個人情報保護条例の一部改正

⒇　手数料条例の一部改正
21　国民健康保険給付等支払準備基金条例の一部改正
22　国民健康保険条例の一部改正
23　国民健康保険税条例の一部改正
24　後期高齢者医療に関する条例の一部改正
25　介護保険条例の一部改正
26　特別業務地区建築条例等の一部改正
27　市営住宅条例の一部改正
28　少人数学級編制の実施及び小中一貫教育の推進に係る
　　市費負担教員の任用等に関する条例の一部改正
29　消防団員等公務災害補償条例の一部改正
30　火災予防条例の一部改正
31　財産の処分
32　市道の路線認定
33　市道の路線変更
34　都市計画マスタープランの改定
35　普通河川倉西川改修工事委託に関する協定変更
36　教育長任命の同意
37　人権擁護委員の候補者推薦の同意

月 臨 時 会 の 予 定

30年度一般会計予算

結果
志政会

12人（※）

会派名

件　名

新磐田

４人

きずなの会

４人

日本共産党
磐田市議団
２人

社民・明るい
暮らしの会
２人

公明党
磐　田
２人

○ ○ ○ × ○ ○ 可決

30年度一般会計予算
に対する附帯決議 ○ ○ ○ × ○ × 可決

30年度後期高齢者医
療事業特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

30年度水道事業会計
予算 ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

※いずれも午前10時から
日程は変更する場合もあります。
聴覚障がい者の皆様の議会傍聴のため、手話通訳者や要約筆記
者の派遣等を行っています。ご希望の方は、事前に議会事務局
（電話0538-37-4822、ファックス0538-37-4845）までお
問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
5/6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 6/1 2

本会議（議案上程ほか）
常任委員会（審査）
本会議（議案上程ほか）
常任委員会（審査）

本会議
（採決）
本会議
（採決）


